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150 メコン : GLOCOL 海外フィールドスタディによる教育と研究の連携への試み
においては、生産過程だけでなく、流通過程における食品の取
り扱いも食の安全を考える上で重要であることを学んだ。ベトナ
ムと日本は食の輸出国と輸入国の関係にある。私たちがメコンデ
ルタにおいて見学したのは、ベトナムだけでなく日本も含めた人々
の食とその環境の現状であった。
　抗菌剤については使用してはいけないというわけではなく、際
限のない濫用が問題視されるべきだと考える。抗菌剤の濫用に
よる薬剤耐性菌の出現は、問題化するのが次世代であり、現代
を生きる人々には直接関係がない問題かもしれない。「ベトナムの
人々は元気に生活している。抗菌剤の使用抑制や食品の衛生管
理も大事だが、経済発展をして人々の生活が豊かになることも大
事だ」という旨の事を言われてしまうと、なんとも反論の仕様が
なかった。
　しかし、フィールド・スタディの中で、もちろん経済発展も必
要であるが、やはり現代そして未来の食と健康環境を良くしてい
きたいという意識もみえた。抗菌剤の濫用を続ければ、ゆくゆ
くは使える抗菌剤が無くなる日が来るかもしれない。それを頭で
理解していながら、何もしないでいることは、他国の現状だけで
なく、巡り巡って自分たちの生活も脅かすことではないだろうか。
この問題は、海を超え国境を超えたよその国だけの問題ではな
いと考える。
　普段、私たちが日本で慣れ親しんだ文化・慣習は世界の共通
事項ではない。ベトナムにはベトナムの、日本には日本の文化・
慣習がある。国境を超える事柄を解決しようとするには、相互
理解が欠かせないと感じた。
